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の助動 量 及乙･脊 経 のｲ頃斜
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目的　 粕報にJ≒いZ ま ひ'ihし恥3ヽ 7項目"  ̂剛しワ 主戌極休折 見行なら　 その峰果に基づい

マ、体型(7> 柘類基伴にっいマチ掛りを求め、t   Tr、胴部 原型作図法に裂りこひべさ情報い

ついぞ知見i 得ようk  しfﾐ。
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或`鰍の表わ^ か 太を視 覚的 に琢 わヽめ 乱
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係を表わT 要因.3 ）M 邨 の紬i  身梓の厚み乞対比させる零因、A)    頻部 やヽら肩替 へ綿行

T   る粁 硲（7･栃 紡、に とえば肩傾斜 角度など）にmi'  る呑乱　5- ）胴部1- おける莉ﾇこと仮丈

の関係 £表h す嬰因 添あ る．
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制 本・ 約片 にt  ?■･ ない.    これに対レ　 う` 態丿 に痍ド すI 要国に　苓2  やヽり第りま7-の4i

戒療ﾏ あV  、．郷↑丁い= 登鋸0) 約Yz をP めバ ヽ乱 よっ2 ．阿部 姉哩め外物% 孝 としX  11、

大きr 訓n  ? なら 形態 要^t も加味ｊ べ7 ■?ヽ払るヒ希^  られる･

まれ、副 本表コヒ･－It　 別躬的によ記 の卜 っの呑圈わヽら戌り£つマい るに うヽこい<  "?･

? よｳ 抜、？．胴群 原型作図においマ1-3　こおら の各主献鰍l 何 ら*＼ の具梼的な濯釦･こ代
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B－125   可動 毛 ﾃﾞﾘﾚ（ 脚部 ）･こ関寸る基礎的研 丸

福 丼大工　石 川左武絆

愛知淑穂･短大　 Ｑ竹下弓子　函尾冊 子

目的　歩行中。スカ ート・ 美しレ､塊飢堵は,    べカ ード瀕地列'生質と共に, 脚及w 腎鮮り

動 きが密梅､こ廓係レＺしヽる、然し乍ら.  脚・讐部 の詳細な知見･まぶずしﾓ･得られていない。

従夏、静的もデいJ 印いが、動的モ｡テ句ﾚは 見当らない。 そこ"?■･、動的 七デルt 作 る瓦め、

腎詐のゑ動･こ明 ずる基礎司資料^  求it)た。
方 渚　S    ミ･/   シネカ 〉くラ でA 体､り動 きを 背面 ヵヽり とらえる目的 気

弩 部 にa 印 ■£ つけ、歩 行中<n 目印 の動 さ･£ S･ミ'I 三水カメラ で観 眠

し、?  の動 き・ 変化 乞時系列 で･整理 した。

結 果　 弩部 の動 き>3-歩行 周期 に伴・ 乙　 上-こ・左右;?5向･こ周期的

な動き・t  否。 周期n 通常・ -'.
脊鮮 の上r  % 向の埓動巨離iA)は± ／。程戻、　両嘔部葱結ぶ巨細(B)　　　4

歩行､リ半う爛酔傾斜 角幻 及ぴ傾斜速皮ほ歩行 ザイワい こ従・7 規則　C  i




